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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、超高齢期のケア関係及び長寿文化についての日韓比較考察と、健康長寿事
例の可視化にある。研究は、日韓の百寿者及び予備軍（85歳以上）、その家族に対するインタビュー調査の実施と、健
康長寿の身近なロールモデルとなる事例について、インターネットやパンフレット（多様な世代・立場の人々が接しや
すい情報媒体）を通して発信する方法で行った。
研究結果として、高齢社会課題の解決においてはライフコース的視座及び文化的背景を尊重することが重要であること
が確認できた。韓国、さらにはアジア地域に向けて日本の高齢社会経験知及び身近な健康長寿のロールモデル事例を紹
介する意義も確認できた。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study are comparative examination of Japanese and Korean 
longevity cultures and relationships of caretakers and the oldest older persons, and visualizing cases of 
good health and longevity. The methodology of the study are interviewing Japanese and Korean centenarians 
and the elderly over 85 years old and their families, and introducing the healthy and longevity elderly 
and their life stories as role models on the Internet and brochures (which are various generations and 
people in various social status have access with).
The result indicates that for solving problems in elderly society, it is essential to have 
“life-courses” perspectives and to respect cultural backgrounds. The study also reconfirms the 
significance of introducing Japanese experience values of aging society and familiar lives of 
healthy-longevity elderly as ideal cases toward Korea and Asian countries.

研究分野：地域研究

キーワード： 百寿者　高齢者　健康長寿　長寿認識　インタビュー調査　日韓比較　国際情報交換
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

個人の高齢期の長期化、社会における高齢
期経験の普遍化によってアクティブ・エイジ
ング実現に対するニーズ・期待は高まる一方
である。ところが、高齢期の生活の質（QOL）
を決定づける諸要因、健康長寿のための環境
は必ずしも安泰ではない。そのため、様々な
高齢者問題が深刻な社会問題へと拡大して
いき、結果的に、依存的、否定的、そして画
一的な高齢者像・高齢社会像を強固なものに
していく傾向にある。 

2011 年は韓国における「100 歳時代」元年
とされる。主要国政課題の一つとして位置づ
け、中央省庁・関連研究機関の横断的プロジ
ェクトとして「100 歳時代」対応が始まった
のである 1)。日本を上回ると予想される高齢
化速度やベビーブーマー（1955～63 年生ま
れ）の定年開始などを背景に、「準備された」
高齢期環境の造成、ポジティブな高齢社会の
実現を目指す取組みであった。年金制度の定
着と長期療養保険制度の施行（2008 年 7 月）
による自立した高齢期環境の土台が整備さ
れていく一方で、高齢者の経済的困窮や社会
的孤立などを背景とする高齢者の高い自殺
率が注目された時期である。1970 年代以降
の高度経済成長、通貨危機（1997.12）など
急激な社会経済的変動が続くなか、長期の高
齢期を想定した老後の準備ができないまま
高齢期に突入した現在の高齢層が置かれた
危機的な状況が深刻な社会問題として表れ
たとする危機的認識に基づく取組みであっ
た。 

日本では、総人口の 4 人に１人を高齢者が
占め、百歳以上の高齢者も 2012 年に 5 万人
を突破し、毎年 3～4千人の増加規模を示す。
マジョリティ年齢集団化していく高齢層に
対して、高齢期にも自立的に生活し、さらに
社会に貢献してほしいという期待が高まっ
てきた。しかし、「孤独死」、「無援社会」と
いう言葉が流行語（2010 年）となったこと
からわかるように 2)、従来の血縁、地縁の形
骸化は高齢期の自立基盤の脆弱化を招きや
すい。一方、研究代表者が地域住民と共同し
て運営している研究会においては、高齢の参
加者が生涯学習に能動的に参加している。自
立的・自律的な健康長寿のロールモデル的な
活動は多岐にわたって展開されており、高齢
世代内の多様性、健康長寿の実現について重
要な示唆を与えてくれる。  

日本では 1970 年代から、韓国では 2000

年頃から百歳以上の高齢者に関する研究が
進められてきた 3)。百寿者研究から得られた
知見から、百歳時代到来に備えて、健康長寿
の秘訣を広く共有・実践する動きも見られる
ようになった。これは WHO が提唱するライ
フコース的視座や高齢者が所属する社会か
ら受ける文化的な影響を包括的に捉える試
みと重なる。 

日本と韓国はともに 2050 年には世界最高
の高齢化水準に達すると推計されている。人

口の高齢化、都市化・家族機能の変化、産業
構造の変化など、高齢期の生活の質を決定づ
ける要因に大きな変化が表れている高齢社
会韓国の今後を展望するにあたって、日本の
先行経験知に対するニーズが高いことは言
うまでもない。ところで、アジアの他の地域
においても、日韓同様に急速な人口高齢化過
程をたどることが予想されている。60 歳以上
の高齢人口規模においてアジアは世界の高
齢者数のおよそ 7 割を占めている。したがっ
て、アジア地域における健康長寿の達成ニー
ズ・期待は、高齢者個人や当該地域社会に限
るものではなく、その影響は計り知れないも
のがある。アジアの後発高齢地域に対する日
本の国際貢献の観点からも日韓比較考察は
有意義だと考える。 

以上のことから、本研究では日韓の超高齢
者及びその家族が形成する世代間の支援関
係、高齢者の社会との接点、長寿に関する認
識を捉えようとした。そして、身近なロール
モデルを可視化していくことで、肯定的な長
寿社会像、長寿文化の形成を図っていきたい
と考える。 
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２．研究の目的 

本研究の目的は、超高齢期のケア関係及び
長寿文化についての日韓比較考察と、健康長
寿の事例を可視化することにある。 

WHO では、「人々が歳を重ねても生活の質
が向上するように、健康、参加、安全の機会
を最適化するプロセス」としてアクティブ・
エイジングを定義し、その実現ために文化的、
ライフコース的視座の重要性を指摘する 1)。
ライフコースからのアプローチでは、高齢期
のあり方がそれまでの生き方、個人の歳の取
り方に大きく制限されるもの、すなわち、「高
齢者が均質な集団ではなく、年齢とともに個
人の多様性が拡大していく傾向にある」とい
う認識が前提となる。さらにライフコースは、
その背景にある社会的文脈、すなわち、生き
方としての「コース」選択及び選択結果に対
する評価を決定付ける横断的要因である文
化に規定されるところが大きい。言い換える
と、WHO が指摘するように「高齢化は、友
人関係、仕事上の付き合い、隣人や家族など、
他者との関係の中で起きるもの」という認識
から高齢期のあり方を捉えなければならな
いであろう。 



高齢期の生活の質を決定付けるライフコ
ースの特徴、文化的な差異に気づくためには、
高齢者・高齢社会に関するステレオ・タイプ
を相対化することが必要である。多様な健康
長寿事例に接することは、そのための有効な
方法であると考える。研究者や高齢者だけで
なく、多様な立場の社会構成員の手に届く、
身近な情報媒体によって事例提供が行われ
る必要がある。そこで本研究では、ライフコ
ースの多様性と文化的な影響が分かりやす
い超高齢者のライフヒストリー、家族との支
援関係に焦点を当てたインタビュー調査の
実施と、調査から得られた健康長寿事例のう
ち、匿名性の守られる内容の一部をホームペ
ージ、パンフレットで紹介し、研究成果の社
会的還元を図っていく。 
 

1) WHO 編著・日本生活協同組合連合会医療
部会訳編、アクティブ・エイジング」の提
唱 : 政策的枠組みと高齢者にやさしい都
市ガイド、萌文社、2007 

 

３．研究の方法 

研究は、文献考察とインタビュー調査の方
法を用いて行った。インタビュー調査は、日
韓の百寿者及び予備軍（85 歳以上）、その家
族を対象に、2012～14 年度の 3 ヵ年にわた
って実施した。基本的に非構造化インタビュ
ーであり、高齢者のライフヒストリー、長寿
認識とケア関係について自由に語ってもら
う形式で行った。本調査を実施する前に、百
寿者インタビューを多数行った実績をもつ
「にっち倶楽部」にインタビューを行った
（http://www.nicheclub.jp/）。日本では福岡
県、山口県、大阪府、兵庫県の 4 地域、韓国
では慶尚北道、大田広域市、釜山広域市、忠
清南道、大邱広域市、ソウル特別市の 6 地域
において、雪だるま式でインタビューをお願
いし、約 50 名の百寿者、超高齢者、家族か
ら調査協力を得ることができた。なお、調査
の実施に当たっては、山口県立大学の調査倫
理委員会の承認を得るとともに、インタビュ
ーの依頼及び調査結果の公開に当たっては、
被調査者の承諾を得ている。 

もう一つの研究課題は健康長寿の事例を
可視化していくものであった。より多様な年
齢層・立場の人が気軽にアクセスできる情報
媒体としてホームページ及びパンフレット
を制作した。どちらの媒体も多言語化を試み
るとともに、授業や地域での行事（学習会や
公開講座など）で紹介しやすい内容構成と形
式を心がけた。 

 
４．研究成果 
本研究の目的として設定した超高齢期の

ケア関係、長寿認識・文化についての日韓比
較、健康長寿事例の可視化のそれぞれについ
ての研究成果は以下の通りである。 
日韓の差異が顕著に表れた点は、超高齢期

生活における社会との接点・接触頻度、自律

性であった。日本の超高齢者の場合、趣味活
動での交流や多様な情報媒体との接点があ
り、家族以外の人との交流も一定レベル行わ
れていた。一方の韓国の高齢者では社会との
接点に乏しいケースが多かった。そのため、
社会の変化や新しい価値観の受入れに消極
的だったり、他の世代とのコミュニケーショ
ンに障壁を感じたり、また日々の生活を退屈
に思い、結果的に長生きを否定的に捉える意
見もみられた。  
韓国の高齢女性の多くが非識字と教育経

験を持たないことも情報習得や社会参加へ
バリアーとして働いていた。加えて、厳格な
年齢秩序に基づく考えから、相対的に若い高
齢者に遠慮して身近な交流施設である「敬老
堂」に行けないケースも複数確認できた。こ
れらの要因が複合的に影響し合い、韓国の高
齢者の場合、自らが新しい情報、外部社会に
アプローチすることは相対的な困難な環境
にある。日本の高齢者では、印刷物やマスメ
ディアの健康情報を活用・実践しているケー
スが多く、そのことが高齢期生活の自律性を
高めることにもつながっていた。日韓のこの
ような差異は、WHO の指摘した、高齢期に至
るまでの様々な経験が「その後の人生のすべ
てにおいて個人の学習能力や他人とうまく
付き合う能力に影響」を与えるという状況そ
のものであり、現在の高齢層の生活の質を向
上させる改善策、支援が求められる。 
韓国において老人総合福祉館のプログラ

ム利用、宗教活動、識字教室といった団体活
動の比重が高いのに対し、日本では趣味活動
（水泳や書道）や生涯学習、地域活動など活
動が多岐にわたっていた。日韓ともに、社会
活動への参加期間・頻度が両極化する様相を
呈していた。家族や身近な人からの情報提供
や手続きの手伝いなど、高齢期の社会参加は、
サポート源の有無に大きく影響されている
ことがわかる。また、教会活動など定期的に
社会参加を行っているケースでは、運動習慣
を継続的に維持する場合が多く、高齢化の神
話に対する認識にも差異がみられた。 
一方、高齢期における家族の支援状況に注

目すると、韓国の場合、長期療養保険制度を
活用した形態が増えていた。家族がヘルパー
の資格を取得するなど、特に子世代では制度
利用に積極的な姿勢を示す場合が多かった。
介護の担い手として家族の女性に負担が集
中する状況は依然根強いものの、息子が担い
手となる老老介護や介護サービスを多く取
り入れたケースなど、ケア関係の多様化が図
られていた。 
長寿認識についてみると、「健康であれば」

を長生きの前提条件とする点では日韓、高齢
者、そして高齢者の家族に共通の見解として
みられた。その一方で、健康ではない状況で
も、出来る限り長生きをしたいという意見も
複数あった。また、日々の生活を退屈に思い、
その無為感から長生きを否定するような意
見が韓国の高齢者で複数語られており、個人

http://www.nicheclub.jp/


的にはもちろんであるが、社会的にも生きが
いを見出せる環境づくりが必要な状況と考
える。 
つぎに健康長寿事例の紹介については、以

下の図１、図 2の形で進めている。事例紹介
を行うホームページには、研究代表者の教育
活動や地域活動のコーナーなども併設した。
健康長寿事例への接触頻度を高め、ポジティ
ブな高齢者像を形成する契機を増やす狙い
がある。ポームページは開設ができた段階で
ある。今後、継続的に事例紹介を続けていく
なかで閲覧者との双方向の交流を通してよ
り分かりやすい、伝わるホームページにして
いく予定である。パンフレットは、日韓版と
英日版に作成し、授業や地域の公開講座、学
会などで紹介している。 

 

 
研究結果として、高齢社会課題の解決にお

いてはライフコース的視座及び文化的背景
を尊重することが重要であることが確認で
きた。長寿者の自律性、家族の長寿認識や支
援関係、健康長寿のための個別実践例を広く
紹介することで、身近なロールモデルによる
肯定的な長寿文化の形成が期待できる。 
次に、韓国、さらにはアジア地域に向けて

日本の高齢社会経験知及び身近な健康長寿
のロールモデルとなる事例を紹介する意義
を確認することができた。韓国では急激な人
口の高齢化・親子関係の変動とともに支援体
制に混乱がみられ、さらには長生きを否定的
に捉えるような考えや行動も一部観察され
ている。同様の高齢化傾向がアジアの他の地
域でも予想されるなか、類似した社会文化背
景を持つ日本先行経験知の活用、とりわけ長
寿者の自律性や長寿認識、健康行動などは具
体的、実践的な情報として有効であろう。 
以上の成果は、アジアの他の地域へと研究

連携を広げていく土台として活用できるも
のであり、これを発展させた研究を 2015 年
度から展開している(「アジア連携型長寿社
会基盤構築に関する実証的研究：ICT を活用
した広域多主体協働」)。 
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